
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新生・富谷市の図書館を考えるシンポジウム 

～豊かな田園都市にある図書館の未来像～開催について 

 

「人口総合ランキング 2010-2015 年」で 1位を獲得し「住みたくなるまち日本一」を目指して

いる富谷市で、市民の生涯学習を支え、世代を超えた居場所となり、生活を豊かにする情報の拠

点としての図書館整備のあり方を考えるシンポジウムを開催します。 

図書館は完成したときに暮らしている市民だけではなく、3 世代先まで利用できる施設です。

全国の優良事例を知り、次世代に何を残していきたいか、発信していきたいかをみんなで考える

機会としたいと思います。多くの市民の皆様のご参加をお願いいたします。 

 

１．日 時 平成２９年１月２９日（日曜日）午後２時～午後４時 ※受付 午後 1時３０分～ 

２．場 所 成田公民館 大ホール及び 2階会議室 

３．対 象 市民の皆様、市内にお勤め又は通学されている方 

４．内 容 シンポジウム 

   ・登壇者  市長 

猪谷千香氏（文筆家、ハフィントンポスト日本版記者） 

『つながる図書館:コミュニティの核をめざす試み』著者 

嶋田 学氏（瀬戸内市民図書館もみわ広場館長、図書館政策研究者） 

風見正三氏（宮城大学教授、同事業構想学部長兼事業構想学研究科長） 

     ・プログラム 13:30 受付 

            14:00 講話 「挨拶・富谷の図書館づくり」(市長) 

「市民とつながる図書館」（猪谷千香氏） 

                 「瀬戸内市民図書館ができるまで」（嶋田学氏） 

「田園都市と文化施設」（風見正三氏） 

                        15:20  パネルディスカッション 

            16:00 閉会 

５．申 込 １月２０日（金）まで生涯学習課へ電話でお申し込みください 

      生涯学習課 TEL 022-358-5400 

富谷市記者発表資料 ⑥ 

平成２８年１２月２７日 

教育委員会教育部 

担当：教育次長 荒谷敏 

連絡先：０２２－３５８－５４００ 

「住みたくなるまち日本一」を目指して  

 

 


